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以下の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。
また、情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことは
できません。以下の事項は、マテリアルやコード、機能を提供することをコミットメン
ト（確約）するものではないため、購買決定を行う際の判断材料になさらないで下さ
い。オラクル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期につい
ては、弊社の裁量により決定されます。

Oracleは、米国オラクル・コーポレーション及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標また
は商標です。他社名又は製品名は、それぞれ各社の商標である場合があります。
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ユーザ体験の管理（RUEI）

トランザクションの管理

ビジネスサービスの管理

3

Real User Experience Insight, 

Service Level Management 

Pack

Diagnostics 

Pack, 

Tuning Pack

Oracle Enterprise Manager 

Management 

Pack for 

SOA

Management

Pack for

Middleware

アプリケーション層 ミドルウェア層 データベース層

Oracleの性能監視ソリューションの位置づけ
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74%の問題検出は利用者からのレポートから判明

問題特定までの担当者間連絡回数が平均6回

Oracle Real User Experience Insightが
解決する課題

情報源: Forrester

情報源: Response Tek

4

性能問題の検出、箇所の特定、切り分けに
時間がかかる課題を解決するのがRUEI

→ 性能監視は基盤システムの安定稼働監視が中心なのが原因
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利用するユーザが体験するシステムの問題

6%

14%

28%

23%

24%

52%

60%

85%

Other

Data was lost

Were kicked off page

Were unable to 
proceed to new page

Application was 
difficult to navigate

Application was down 
or unavailable

Received error 
messages

Slow response times

Source: Performance Under Pressure: 2009 OAUG Research Line Survey
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エラーや障害をどのように検知するか

5%

32%

36%

50%

80%

4%

22%

24%

50%

72%

10%

16%

17%

25%

71%

Other

Calls from Senior 
Management

Service Level 
Management alers

System 
Management alers

Calls from 
customers/ end-

users

Source: Performance Under Pressure: 2009 OAUG Research Line Survey

6



Copyright© 2011, Oracle. All rights reserved. 7

RUEIは実際のユーザーが操作した情報を監視
KPI（重要評価指標）
SLM（サービスレベル）
のモニタリング

ユーザが体験した

エラーの分析

アクセス動向分析レポート 応答時間、ページビュー数、エラー数と種類、アプリケーション、利用者

情報、KPIの定義、エラー種類の分析、エラー画面のリプレイなどを監視、

ダッシュボード用のテンプレートも用意
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RUEIはサービス提供視点からの監視

いつも通りに操作
できます

CPU使用率が
いつもより高い！

エラー画面だ！

特に統計情報に異常
は見つからない

ユーザがどのように操作して、システムから受けるサービスを体
験したのか“サービス視点の性能監視”を実現

8
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問題が発生している
アプリケーションの調査

アプリケーションで
問題が発生しているか

各層でのアラート状況
の確認

Databaseで問題が
発生しているか

アプリケーション

パフォーマンスチェック
ネックとなっている
SQLの調査/改修

プロファイラツール＋アプリ分析

統合監視ツールYes

No

アプリケーションの改修
アプリケーション管理者

インフラ管理者
（APサーバ/DBサーバ）

RUEIを導入していない場合

ユーザ

コールセンタ

ユーザから
アラート通報

どのページでどんなエラーが発生し
たのかなど把握する必要

どのシステムで、どのアプリケーションで
発生しているのかを切り分ける必要

9
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ユーザエラーが
発生しているか

エラーが発生している
ユーザオペレーション
の確認

問題が発生している
アプリケーションの調査

アプリケーションで
問題が発生しているか

RUEIが
アラートを発生

各層でのアラート状況
の確認

Databaseで問題が
発生しているか

アプリケーション

パフォーマンスチェック
ネックとなっている
SQLの調査/改修

実ユーザ性能監視ツール

プロファイラツール＋アプリ分析

統合監視ツールYes

No

アプリケーションの改修アプリケーション管理者

インフラ管理者
（APサーバ/DBサーバ）

サイト/コンテンツ管理者

エラーの特定

RUEIを導入した場合

Oracle RUEI

10

RUEIによって問題の

切り分け時間を短縮

Oracle CAMM, AD4J

Oralce Diag Pack, Tuning Pack
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RUEIの導入事例
金融 運輸・サービス ハイテク

小売 公共

11
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RUEIの国内事例「テクノロジーネットワーク社」

12

http://www.oracle.com/lang/jp/customers/profiles/tech_net_20100910.pdf

http://www.oracle.com/lang/jp/customers/profiles/tech_net_20100910.pdf
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RUEIの事例「Oracle Corporation」

13

http://www.oracle.com/technology/global/jp/oem/grid-control/overview/twp_ruei_gsi_casestudy.pdf
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RUEIの基本機能
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監視エージェント
（仮想ユーザの動き）

WEBシステム

擬似的なアクセス

監視システム

実際のユーザの
アクセス情報

監視エージェントから、仮想の動作を
実施し、測定結果を収集

ユーザとWEBサーバ間のパケットを
キャプチャし、動向を分析

RUEIの性能監視手法

パッシブ型性能監視アクティブ型性能監視

RUEI

WEBシステム実際の利用者

パケットキャプチャ型は既存システムに影響が尐ない

15
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インターネット

ファイアウォール
IPS

ルータ
スイッチまたは
タップ装置

ユーザ

RUEI

運用
担当者

（サーバ）

（コレクタ）

WEBサーバ

RUEIの構成例

ネットワークを流れるパケットをキャプチャしてユーザの動向を分析

実際のユーザトラ
フィックを収集

性能分析＆レポート
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RUEIはパケットキャプチャしたデータを分析
Network Protocol Analysys（NPA）

17

インターネット

ファイアウォール

スイッチまたは

タップ装置

パケットキャプチャ

（スニフィング）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
レ
ス
ポ
ン
ス
時
間

•問題なくユーザに届いたか?

•クライアント、サーバーから拒否されたか?

•ネットワークタイムアウトしたか?

ページ

リクエスト

サ
ー
バ
ー
レ
ス
ポ
ン
ス
時
間•レスポンスは?

•サーバーエラーか？, サイトエラーか？,

ヒット数はOKか？

•ページコンテンツ (i.e. 機能エラーが発生し

ていないか？)

•Client-ip, Server-ip, Gateway-ip

•リクエスト URL (Page,Object)

•Cookie/Session-id

•Referrer

•GET & POST リクエスト

• ブラウザーのタイプ

Web

サーバ
Web

サーバ

Web

サーバ

DB

サーバ
DB

サーバ
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ダッシュボードによるモニタリング

ダッシュボードをカスタマイズ可能

18
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レポート作成とユーザ動向の分析

PV（ページビュー）

アプリケーション
ごとのPVを表示

レスポンス時間

アプリケーションのページ
単位で応答時間を表示

• アプリケーション単位、ページ単位での性能状況を確認、フィルター機能
で絞り込みをして、レスポンス時間、エラー、ページビューなどを表示

• クライアント情報としてOS、ブラウザ、アクセス元地域、ユーザID単位での性能情報を表示

• サーバー情報としてサーバ単位でのエラー、レスポンス時間、ページビュー、セッション数なども表示

19
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ユーザのシステム全体への満足度の確認

ユーザがストレスを感じ
ているページビュー
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User-ID別による性能監視

21

User-ID単位で性能監
視を表示するメニュー
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User-ID別による性能監視

22

User-ID単位で性能監
視を表示するメニュー

「User-Id」を選択した場合に選べるメト
リック種別：

■エラー

・エラー詳細

・エラー率

・エラー件数

■概要

・PVとエラー

・PVとヒット数

・トラフィックサイズ

■パフォーマンス

・項目毎の応答とヒット数

・項目毎の応答の詳細

・ページ読み込み時間満足度

・読み込み時間と、ユーザ中断

・サーバーロード時間

■サイズ

・オブジェクトサイズ詳細

・オブジェクトとサイズ

ページの読み取り
時間
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User-IDごとの応答時間と件数

23

処理件数
動的コンテンツの

サーバー処理時間
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User-IDごとの特定の時間帯データ

24

User-IDごとにセッション単位（ログインからログア
ウト等）の情報が記録されており、抽出が可能

時間帯の指定
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User-IDごとのセッション情報詳細

25

フルセッションリプレイで

取得した画面内容も確認可

特定のユーザーのセッションを時系列で一覧

展開して画像やコンテンツ別の時間も確認可
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ユーザの動作をフルセッションリプレイ

26

ユーザが操作した動作を全て記録

実際のサーバーとの送受信され
た内容をフルリプレイ

キャプチャしたセッショ
ンは、「カメラ」マーク
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エラーの詳細の確認

エラーの原因を確認
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ユーザが体験したエラー画面の自動保存

28

エラー検出時にエラー内容は

自動的に保存

ユーザセッション一覧から
エラーの詳細を表示

どのようなエラーなのか
再現できる
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取得したデータをExcelやPDFで出力

29
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KPI（重要評価指標）のモニタリング

閾値を超えたサービス
は警告

30

KPIの状況、値、

目標値（レンジ可
能）、
対象メトリックの設定
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アラートの検知と管理者への通知

アラーﾄを有効にする週と曜日

閾値の基準に達しない場合はアラーﾄ（メール、SNMP、ショートメッセージ）送信

＊メンテナンスなどで緊急にアラーﾄを止めるなど例外設定も可能

アラーﾄの設定プロファイル

31
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レポート作成と比較分析

（レポート例：あるトランザクションの先月と今月の表示回数）

先月

今月

・先月よりも今月の最後のページへの画面遷移数が下降している

32
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ユーザがアクセスした画面遷移の調査

33

ユーザのセッションを一覧表示

セッション単位でユーザ情報表示
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暗号化通信のパケットキャプチャにも対応

34

• Webサーバの秘密鍵をRUEIに取り込みでき、SSL通信
を複合化して分析可能

• RUEI上で複合化処理を行うため、通常時よりもオーバーヘッド発生

クライアントPC

L2スイッチまたは
タップ装置

Oracle RUEI

Webサーバ秘密鍵複合化

暗号化

RUEI内のWebサー
バの秘密鍵機能



Copyright© 2011, Oracle. All rights reserved.

機密情報のマスキング

35

• 運用担当者に見せる必要がない機密情報は意味不明
の文字列に置き換えて、セキュリティレベルの維持

機密データをマスキング

pass = abcd1234

pass = %’)da+*@



Copyright© 2011, Oracle. All rights reserved. 36

RUEIと他の製品を連携する機能
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Oracle製品専用のアクセラレータを提供

37

• Oracleアプリケーション専用のアクセラレータを提供
• E-Business Suite

• Siebel

• PeopleSoft

• JD Edwards Enterprise One

• FLEXCUBE

• あらかじめ定義された監視ソリューションの提供
• Oracleアプリケーションのオブジェクトをビジネス単位に変換

• Oracleアプリケーションで必要と思われるKPI設定

• 容易なユーザIDの特定
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EBSやPeopleSoftなどの専用アクセラレータ

38

• 専用アクセラレータによって、ユーザーのトランザクションの測定と監視が容易に

例：EBSの性能を測定
する専用のページ
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ダッシュボードから確認できるEBSの詳細情報

39

EBSの性能を測定する
専用のページ

サーバー処
理時間の合
計の内訳

記録された

エラーの内
訳分類

Forms別の
アクセス状
況

アプリ種別
別の利用件
数

ユーザID別
の利用件数
上位

定義した
KPIへの遵
守状況

各モジュー
ルの平均レ
スポンスの
内訳

応答遅延を体
感したユーザ
がどのくらいい
たかを簡易分
類
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参考 CAMM、AD4Jと連携によるドリルダウン分析

40

• RUEIの分析調査から、より深い分析が必要な場合に連携
CAMM(Composite Application Monitor and Manager :Management Pack for SOA), 

AD4J(Oracle Application Diagnostics For Java :Management Pack for Middleware)

RUEIの分析画面からさらに詳細
なドリルダウン可能

CAMM AD4J

SOAやPortalの
モデル化と監視

JavaEEのリソー

ス消費量、メモリ
リーク分析など
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Oracle Business Intelligenceと連携

• RUEIのレポート情報をBIへ連携させることによって、投資効果、機会損
失などを把握する高度な分析も可能

• 全ユーザーセッション情報をデータウェアハウスにエクスポートしてBIから
利用するデータ交換機能

41
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経営者がビジネスの

効果を把握

アプリケーションサポート者が

ユーザ視点からの性能監視

システム運用者による

積極的なシステム監視と診断

まとめ：RUEIによるユーザ視点の性能監視

1. ユーザ視点でシステムのサービス提供能力を監視
 ユーザ視点の性能監視は機能的、性能的、経営的な能力を把握

2. ユーザ視点でシステム全体の性能監視を実現
 単純なWebアクセス分析ではなく、ITサービスの品質を向上

 プロアクティブな運用対処とエラー発生ページの特定により問題分
析までの時間を短縮
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OTN×ダイセミ でスキルアップ!!

※OTN掲示版は、基本的にOracleユーザー有志からの回答となるため100%回答があるとは限りません。
ただ、過去の履歴を見ると、質問の大多数に関してなんらかの回答が書き込まれております。

Oracle Technology Network(OTN)を御活用下さい。

・一般的な技術問題解決方法などを知りたい！
・セミナ資料など技術コンテンツがほしい！

一般的技術問題解決にはOTN掲示版の

「データベース一般」をご活用ください

http://forums.oracle.com/forums/main.jspa?categoryID=484

過去のセミナ資料、動画コンテンツはOTNの

「OTNセミナー オンデマンド コンテンツ」へ

http://www.oracle.com/technetwork/jp/ondemand/index.html

※ダイセミ事務局にダイセミ資料を請求頂いても、お受けできない可能性がございますので予めご了承ください。
ダイセミ資料はOTNコンテンツ オン デマンドか、セミナ実施時間内にダウンロード頂くようお願い致します。
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OTNセミナー オンデマンド コンテンツ
ダイセミで実施された技術コンテンツを動画で配信中!!

ダイセミのライブ感はそのままに、お好きな時間で受講頂けます。

※掲載のコンテンツ内容は予告なく変更になる可能性があります。
期間限定での配信コンテンツも含まれております。お早めにダウンロード頂くことをお勧めいたします。

最新情報つぶやき中

oracletechnetjp

・人気コンテンツは？

・お勧め情報

・公開予告 など

OTN トップページ http://www.oracle.com/technetwork/jp/index.html

ページ左「基本リンク」＞「OTN セミナー オンデマンド」

http://www.oracle.com/technetwork/jp/index.html
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Oracle エンジニアのための技術情報サイト

オラクルエンジニア通信
http://blogs.oracle.com/oracle4engineer/

• 技術資料

• ダイセミの過去資料や製品ホワイト
ペーパー、スキルアップ資料などを
多様な方法で検索できます

• キーワード検索、レベル別、カテゴ
リ別、製品・機能別

• コラム

• オラクル製品に関する技術コラムを
毎週お届けします

• 決してニッチではなく、誰もが明日
から使える技術の「あ、そうだったん
だ！」をお届けします

こんな資料が人気です

 6か月ぶりに資料ダウンロードランキングの首位が交代！
新王者はOracle Database構築資料でした。

 データベースの性能管理手法について、Statspack派も
Enterprise Manager派も目からウロコの技術特集公開中オラクルエンジニア通信

最新情報つぶやき中

oracletechnetjp

http://blogs.oracle.com/oracle4engineer/
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Oracle Databaseの価格ご存知ですか？

46

問題：

Oracle Databaseの最小構成はいくらでしょうか？

ヒント：

Oracle Standard Edition Oneを

5Named User Plus(指名ユーザ) というのが最小構成です。

問題：

Real Applications Clusters(RAC) Optionはいくらでしょうか？

ヒント：

RACはOracle Database Enterprise EditionのOptionです。

①

②

答えはこちら↓ ログイン不要の簡単見積もり

ライセンス見積もりヘルプ 検索
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■パフォーマンス診断サービス

•Webシステム ボトルネック診断サービス

•データベースパフォーマンス診断サービス

オラクル社のエンジニアが 直接ご支援します
お気軽にご活用ください!

オラクル 無償支援 検索

NEW

■システム構成診断サービス

•Oracle Database構成相談サービス

•サーバー統合支援サービス

•仮想化アセスメントサービス

•メインフレーム資産活用相談サービス

•BI EEアセスメントサービス

•簡易業務診断サービス

■バージョンアップ支援サービス

•Oracle Databaseバージョンアップ支援サービス

•Weblogic Serverバージョンアップ支援サービス

•Oracle Developer/2000(Froms/Reports)

Webアップグレード相談サービス

■移行支援サービス

•SQL Serverからの移行支援サービス

•DB2からの移行支援サービス

•Sybaseからの移行支援サービス

•MySQLからの移行支援サービス

•Postgre SQLからの移行支援サービス

•Accessからの移行支援サービス

•Oracle Application ServerからWeblogicへ
移行支援サービス

ITプロジェクト全般に渡る無償支援サービス

Oracle Direct Conciergeサービス

NEW

NEW
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インストールすることなく、すぐに体験いただけます

製品無償評価サービス

http://www.oracle.com/jp/direct/services/didemo-195748-ja.html

Web問い合わせフォーム
「ダイデモ」をキーワードに検索することで申し込みホームページにアクセスできます

提供シナリオ一例

・データベースチューニング

・アプリケーション性能・負荷検証

・無停止アップグレード

・Webシステム障害解析

1日5組限定！

※サービスご提供には事前予約が必要です

サービスご提供までの流れ

1. お問合せフォームより「製品評価サービス希望」と必要事項を明記し送信下さい

2. 弊社より接続方法手順書およびハンズオン手順書を送付致します

3. 当日は、弊社サーバー環境でインターネット越しに製品を体感頂けます

http://www.oracle.com/jp/direct/services/didemo-195748-ja.html
http://www.oracle.com/jp/direct/services/didemo-195748-ja.html
http://www.oracle.com/jp/direct/services/didemo-195748-ja.html
http://www.oracle.com/jp/direct/services/didemo-195748-ja.html
http://www.oracle.com/jp/direct/services/didemo-195748-ja.html
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http://www.oracle.com/jp/direct/inquiry-form-182185-ja.html

Oracle Direct 検索

あなたにいちばん近いオラクル

Oracle Direct
まずはお問合せください

Web問い合わせフォーム フリーダイヤル

専用お問い合わせフォームにてご相談内容を承ります。

※こちらから詳細確認のお電話を差し上げる場合がありますので、ご登録さ
れている連絡先が最新のものになっているか、ご確認下さい。

0120－155－096

※月曜~金曜 9:00~12:00、13:00~18:00

（祝日および年末年始除く）

システムの検討・構築から運用まで、ITプロジェクト全般の相談窓口としてご支援いたします。

システム構成やライセンス/購入方法などお気軽にお問い合わせ下さい。
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